
NO.200666

学校区分 私立 開催月
管理ID 200666 学生の受入日数 原則5日間（受け入れ企業の要望には対応） 総受入人数 52

対象属性（文理） 単位認定 はい
低学年参加

他学校などとの連携か？ いいえ 報酬・支給 交通費の支給あり
実施形式

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（自由記述） フィードバック時間 フィードバック頻度

オリエンテーション　事前学習（実施項目） 一部オンラインで実施

『第5回学生が選ぶインターンシップアワード』学校応募データ

学校情報 インターンシップ情報
2021年4月 　2021年5月 　2021年6月 　2021年7月 　2021年8月 　2021年9月 　2021年10月 　2021年11月 　2021年12月 　2022年1月

文系学生のみを対象
ISタイトル 大学低学年には訴求をしなかった
大東文化大学インターンシッププロジェクト

事前準備として以下を展開した。実習で必要な雇用環境の把握、業界説明、実習企業の解説などを中心とした基礎知識の講義に力を入れた。また、実習先で困らないようマナー講座も行った。事前準備の一環で講義内容のレポートを課し、業界研究講座では、各業界の人事担当者の講義を「業界研究
シート」（資料1）にまとめ、インターンシップ実習や就職活動で役に立つ知識を実習後も活かせるよう工夫した。
　　　　１．授業オリエンテーション
　　　　２．「最新事情！インターシップと雇用の変化」
　　　　３．「働く」とは何？（働くこと、対価、社会貢献）
　　　　４．視野を広げる！業界研究/社会が動けば業界・企業も動く
　　　　５．企業研究と職業選択/知っておきたい「会社の基礎知識」
　　　　６～9．業界研究・・・ゲスト企業4社を招いての業界解説（4回シリーズ）
　　　　10～11．インターシップ受入れ企業の解説①②
　　　　12．受入れ先企業への派遣学生発表、派遣学生同士での受入れ企業研究
　　　　13．インターシップ直前ガイダンス（心構えとマナー）
　　　　14．実習後のインターシップ報告会の説明
　　　　15．インターンシップ実習の準備

FB内容詳細（自由記述）

1.実習中フィードバック
期間中、学生は「実習日報」（資料3）を作成し、実習担当者はその日報にコメントを記入し毎日学生にフィードバックした。最終日には、実習の総まとめとして実習全体を振り返るコメントがあった。また、実習終了後には「実習生評
価シート」（資料5）で社会人としての視点におけるフィードバックをいただいた。

2.実習終了後フィードバック
後期授業において、関係者をお呼びし「インターンシップ実習報告会」を実施し、実習企業担当者からフィードバックをいただいた。発表前には授業時間内でチームごとに発表資料を作成する時間を設けた。
＊報告会での発表資料事例は、資料6を参照

3.学生から企業へのフィードバック
報告会は学生から企業へのフィードバックの場としても機能しており、企業は学生の学んだことや実習所感を聞くことで、実習の目的が達成できたかどうかチェックする機会にもなった。また、学生へのフィードバックだけでなく、学生から企業
へのフィードバックも欲しいという要請があり、報告会での学生の所感や他社での実習学生の発表を聞く機会は、貴重な経験となったようである。報告会終了後は、企業同士の意見交換会も行った。

インターンシップ　実施項目

【実務体験】実際の業務を一部実施　【実務体験】社員の外回りの業務への同行　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課
題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員の同行等による仕事見学オフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その
他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

インターンシップ参加目的の明確化　インターンシップの内容説明　職業適性・自己理解などを深めるワーク　業界・企業・仕事内容の説明　マナー等社会人基礎の講習・レクチャー　学生1人ひとりに対する目
標設定　人事や社員による講義・レクチャー フィードバック手法

グループに対する口頭と書面の両方　個人に対する口頭と書面の両方
1時間以上 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

改善活動（自由記述）

当プロジェクトは、昨年は単一学部学生36名で実施し、今年は2学部対象学生54名で実施した。（全8学部中2学部）初年度は学長プロジェクトとして公募があり、大学内で多方面からの応募があった中
から採択され、予算付与のもと単年度実施のトライアル的な位置づけのものであった。
しかしながら、初年度の実績は大学内で高い評価を受け、その結果、プロジェクトは2年目（本年度）も継続採択され規模を拡大して実施された。さらに、3年目の2022年度には、教務関係を巻き込み一
部の学部のみであった取り組みを全学部共通で履修可能な授業科目として昇華させ、大学全体のキャリア教育体系の中に位置付けていくものとなった。今後は、単発のプロジェクトとしてではなく正規科目とし
て両校舎合わせ100人規模で5日間インターンシップの実施が実現することとなった。
すなわち、キャリア教育の導入である低学年向けキャリア授業から高学年向けキャリア授業へという流れを構築し、大学のキャリア支援が就職サポートだけでなく、授業科目として教育体制の中に組み入れられる
ことで、キャリア教育とキャリアサポートを一貫したものにしていく大きなプログラムに発展した。

フォローアップ　事後学習（実施項目）

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　講義・レクチャー　発表会・報告会
インターンシップ　内容詳細（自由記述）

1.実施基本項目
商社、製造、IT、小売等の29社で実施。企業規模や業種が違っても、学生が平等に実習を受けられるよう企業向け準備セミナーを実施。実習プログラムを事前チェックすることで内容の公平性を担保した。
学生からは参加希望アンケートをとり、通勤時間等を勘案し配属を決定した。

●依頼内容
【期間】：5日間（基本対面　オンラインとのハイブリッドも可）
＊昨今の主流である1日～2日実施のものとの違いを明確にし、採用視点ではなく教育視点に重きを置くため、5日間に設定。さらに、座学での会社理解だけでなく、現場での職業体験を通じて仕事理解がで
きる時間を確保するためにも5日間は必要と判断した。
【時期】：2021年8月16日～2021年9月10日の間
【実習時間】：原則　9：00～17：00　（途中休憩含8時間）
【待遇】：無給
【交通費】：実費支給
【プログラム】：座学中心ではなく、現場体験を6割は入れる
　　　　　　　 　採用を前提としたものでなく、教育効果のあるものとする
＊基本内容としてインターシップ本来の目的である「職業体験を通じて学生の業種・職種研究、企業活動理解の促進」この点を強く依頼。

2.プログラム概要
・1日目：全体プログラムと実施目的の説明、人事担当者からのレクチャー（事業内容説明）
　　　　 各部署を回り職場見学（経理、総務、開発等の会社全体組織の見学）
・2日目：営業職体験、営業担当と一緒に取引先に同行商談に立ち会う、
　　　　 名刺交換から営業トークの体験、顧客へフォローアップの架電
・3日目：総務職体験、電話対応、会議出席でミーティング体験、受付にて接客体験
・4日目：製造現場体験、生産ラインで製造体験、商品の梱包、検品、出荷体験
・5日目：実習内容の振り返り・まとめ、社員に向けて成果発表、社員交流会、等
　＊具体的事例は、「インターンシッププログラム」（資料2）を参照

3.プログラム策定に関する準備について
業種が多岐に渡ることと初めて実施の企業も数社あったため、目的達成と企業間のレベル合わせとして、事前に「準備セミナー」を2回開催した。
セミナーでは、就職コンサルタントを講師に迎え、実施目的の周知、インターンシップの現状把握、受け入れ企業としての心構え、プログラム作成のポイント、企業が準備すること等必要事項をレクチャーいただ
き、企業の実施レベルを統一する工夫をした。

フォローアップ　事後学習（自由記述）
後期授業において関係者を招き、実習の振り返りとして報告会を2回に分けて実施した。大学からはプロジェクト関係者（担当教授、キャリアセンター、連携企業）だけでなく、学長、学部長も参加し、学生の報告・発表に対して多方面からフィードバックをもらった。発表後は、企業担当者からの直接の助言もあった。また、当プロジェクトに賛同いただき、受入れ企業集客にご協力い
ただいた埼玉県労働局のご担当者にも参加いただき、外部の第三者としてのフィードバックとプロジェクト全体への高い評価を頂戴した。
さらに、後期授業では、実習で学んだことをアウトプットする機会を設け、知識、スキルの定着を図った。
【後期授業内容】
１．　インターンシップ報告会について授業オリエンテーション
２．　報告会準備チームミーティング、資料作成
３．　インターンシップ報告会1
４．　インターンシップ報告会2
５～6．グループディスカッションの手法
7～8． 効果的なプレゼンテーション
9～13．問題解決の実践インターシップ受入れ企業の解説　　　　企業からの課題に対し解決策の提示、フィードバック
14． 先輩からの体験談、アドバイス
15． 全体のまとめ・振り返り

工夫ポイント（自由記述）

効果を定着させるためアウトプットの機会提供を心掛けた。例えば、インターンシップで学んだことを活かし、主体的に取り組むこと、企業目線で物事をとらえることを活かす問題解決課題学習では、実際の企業
をお呼びして実在の課題を提供いただき、当事者目線で課題に取り組む、その後学生の提案に対しフィードバックをいただくことで、実践的な新たな視点の気づきを与えることができた。さらに、前年の先輩を招
き、同じような体験をし、その後の大学生活や就職活動にどのように活かしてきたかを先輩との交流の中で確認できる機会を提供した。

「職業体験を通じて学生の業種・職種研究、企業活動理解の促進」という目的を達成するためには、対面での現場就業体験が必須であるという考えから、実習期間が１dayなどの短期間では目的達成は難
しく、最低でも5日間が必要と考え受入れ企業には依頼した。コロナ禍の困難な状況下であったからこそ、リアルな就業体験から得られた学生の「達成感」は大きな自信となり、後期の学習におけるモチベーショ
ンアップにつながり、授業への出席率は85％から92％へ向上した。（担当教員の他の授業の平均的な出席率は約73％）

教育的効果（自由記述）

・このプログラムは、大学の正課科目として実施したため、夏季休業中のインターンシップ実習を受け、後期授業では実習宙に学んだことをアウトプットする機会を提唱し、知識、スキルの定着を図った。インターン
シップは実習での就業体験を踏まえその後の学びへ結びつけてこそがその成果であると考え、振り返りと実習で得たことの応用に注力した。
　具体的には、振り返りは、受入れ企業・連携企業の担当者・教職員・埼玉県労働課の担当者、さらには学生相互と多角的に行い、学生自らの経験と成長を今後の学習にどう生かしていくかを提出させた。
　＊学生コメントは、インターンシップ報告の（資料7）参照。

・プレゼンテーションやグループディスカッションの演習では、インターンシップの現場で目の当たりにした実社会でのシミュレーションと意識させて行った。結果的に、最も厳しいコロナ禍の状況下でリアルな現場体験を
行うという緊張感と成し遂げた達成感、プロジェクトに参加した学生同士の連帯感と責任感が大過なく実習を完遂できたことにつながったと考えている。
　＊プログラム内容は設問29の【後期授業内容】参照

協力社員の属性

社長　役員　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員　社外の人（お客様、取引先など）　

具体的社員交流

1.経営者層との交流
中堅中小企業では、社長や役員クラスがオリエンテーションや座談会に登場し交流機会があった。普段接することが少ない経営者との交流は、大きな経験であった。

2.社員との交流
社会人との交流では、働く意義や目的などそれぞれの「就労観」を肌で感じるとともに、学生自身がこれまで経験してきた「時間で働くアルバイト」と「責任で働く正社員」の違いについても実感したようであった。「社員インタビューなどを通
じ、働くことで得られる仕事のやりがいや大切なことに気づかされた」「自分の適性について考えることができ、今後の業界選択に参考にしていきたい」「社会人の方と一緒になって実際の現場で働くことで、働くことの実態がわかり、自分が
働きたい職種、職場環境の指針が得られた」等の声があった。

3.社外の社会人との交流
クライアントや取引先業者との打ち合わせや商談の場での経験は、実習でしか経験できない貴重なものであった。自社の立場に立っての議論を行いながらも、折り合いをつける交渉は学生生活だけではあり得ない経験であった。

＊具体的な様子は「実習日報」（資料3）を、学生所感は「学生コメント抜粋」（資料4）を参照


